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・省略法 —---- --- . 転句
・対語法 ：ー：：：ぐ：：：こ―----. 略句
．畳語法 —--- -、二、,---- . 重語----
・重語法 —------- 、ヽ．係詞結詞
・添詞法（枕詞・序詞•発語・助辞）一ーア~ ・装詞（返詞・兼詞・言掛・縁語・序旬・枕詞）














































































































































































(1) たとえば，井上敏夫「文法教育の変遷」，「続日本文法講座 4 指導編』，明治書院，
昭和33など





(5) 山本正秀「近代文体発生の史的研究』，岩波書店，昭和40,p. 38 
-84-
(6) 山本正秀前掲書 pp.45-46 
(7) 三宅米吉「言文一致ノ論」，『文』第10号，明治21.9 (ただし引用は，山本正秀 前









(9) 林巨樹「明治普通文」，『国語と国文学』 65(11), 昭和63.11,p. 124 参照
(10) 文体の分類については，森岡健二『近代語の成立 文体編』，明治書院，平成3 を
参照。
(11) 井上敏夫「文法教育の変遷」，『続日本文法講座 4 指導編』，明治書院，昭和33,
p.31 
























(20) 大槻文彦『広日本文典 別記』，吉川半七，明治30,「例言」 p.3
(21) 高津鍬三郎「尋常師範学校及び尋常中学校に於ける国語並に其教授法に就いて」，「国
學院雑誌』，明治28.6, pp. 1-2 
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